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4. 研究・事業の目的 

本研究では、浅間山北麓において植生調査および土壌環境調査を行うことで、火山活動によって形成され

たと考えられる浅間山植生の多様性形成プロセスの解明を目指した。浅間山北麓は 3つの異なる年代の噴火

の影響を受けており、同時に噴火の際の攪乱度合いも異なっている。その影響別に植生調査を行うことで、

浅間山植生の空間的な多様性を把握し、その形成プロセスを解明することを目的とした。 

 

5. 研究・事業の成果の概要 

 浅間山北麓の噴火による影響が明らかになっている各地点(下図)において、下層植生の種組成を

評価した。調査サイトの設置場所については、同標高ながら地表を覆う火山噴出物（溶岩流・火砕

流・火山灰）が異なる３サイト、および同じ火砕流に覆われたものの標高が異なる３サイトを比較

できるように設計された。各調査において 1m 方形区内の植物種とその被度を計測し、同じ場所の

環境指標として数種の土壌特性および開空度を測定した。 

 



 その結果、噴出物の違いによる植生変化と標高による植生変化が異なることが明らかになった。具体的に

は、溶岩流及び火砕流の影響を受けた場所ではガンコウランなどの高山性矮小低木が優先している一方で、

火山灰のサイトではシダ植物が優先していた。噴出物の違いは攪乱強度に関係すると考えられ、その後の土

壌環境及び生態系の回復過程を変化させると考えられた。次に、同じ火砕流の攪乱を受けても標高が低いサ

イトほど、高木層実生の種数や定着が進んでいることが明らかになった。同じ攪乱を受けても標高によって

生態系の回復速度が異なることが原因として考えられる。 

 

 浅間山北麓は、同じ斜面方位に広がる植生としては、非常に多様性に富みかつ空間的にモザイク状に分布

していることが見て取れる。今回の調査から、噴火にともなう植生構造の発達を制御する要因（攪乱強度と

回復速度）が、各々の場所で独立に働く結果、このようなモザイク植生が形成されるに至ったことが示唆さ

れた。 
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実支出額の使用内訳 

物 品 費 旅   費 人件費・謝金 そ の 他 合   計 
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